
松本交通安全協会

松 本 警 察 署

長
野
県
下
に
お
け
る
人

身
交
通
事
故
は
、
１
０
月
末

現
在
で
発
生
件
数
が
３
７

０
０
件
、
死
者
数
は
３
４
人
、

負
傷
者
数
は
４
４
０
９
人

と
前
年
に
比
べ
て
発
生
件

数
、
死
者
数
、
負
傷
者
数
は

減
少
し
て
い
ま
す
。

松
本
警
察
署
管
内
に
お

け
る
人
身
交
通
事
故
は
、
発

生
件
数
が
４
５
７
件
、
死
者

数
は
３
人
、
負
傷
者
数
は
５

４
０
人
と
、
発
生
件
数
と
負

傷
者
数
は
減
少
し
て
い
る

も
の
の
、
死
者
数
は
増
加
傾

向
に
あ
り
、
県
下
の
状
況
と

比
較
す
る
と
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

松
本
警
察
署
管
内
発
生

人
身
交
通
事
故
を
類
型
別

に
検
証
す
る
と
、
交
通
事
故

発
生
場
所
で
は
、
交
差
点
が

４
２
．２
％
で
高
い
比
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。

当
事
者
別
に
検
証
す
る

と
、
子
ど
も
の
事
故
が
７
．

２
％
、
高
校
生
の
事
故
が
８
．

０
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
高

齢
者
の
事
故
は
、
３
９
．８

％
と
高
い
比
率
に
な
り
ま

す
。時

間
帯
別
に
検
証
す
る

と
、
夜
間
の
発
生
状
況
が
２

２
．７
％
、
薄
暮
時
の
発
生

状
況
が
１
３
．１
％
で
、
合

わ
せ
る
と
全
体
の
３
５
．８

％
と
な
り
ま
す
。

路
線
別
に
検
証
す
る
と
、

国
道
で
の
発
生
が
１
５
．７

％
、
県
道
で
の
発
生
が
２
６
．

０
％
、
市
・
村
道
で
の
発
生

が
５
３
．３
％
で
、
市
・
村

道
で
の
発
生
が
高
い
比
率

に
な
り
ま
す
。

松
本
警
察
署
と
し
て
は
、

年
末
に
向
け
引
き
続
き
、
松

本
交
通
安
全
協
会
の
皆
様

方
を
は
じ
め
関
係
機
関
等

と
連
携
し
、
悲
惨
な
交
通
事

故
を
１
件
で
も
減
ら
す
た

め
、
各
種
活
動
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
地
域
に
密
着

し
た
交
通
事
故
防
止
活
動

を
始
め
、
安
全
・
安
心
な
松

本
市
、
山
形
村
の
実
現
に
向

け
て
御
活
躍
い
た
だ
い
て

い
る
皆
様
の
お
力
添
え
に

よ
り
、
更
な
る
交
通
安
全
の

意
識
を
広
め
て
い
た
だ
き
、

地
域
の
皆
様
方
が
穏
や
か

な
年
末
年
始
を
迎
え
ら
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

岩
下 

英
樹

岩
下 

英
樹

交
通
第
二
課
長

交通事故発生状況（速報値） 自転車事故発生状況（速報値）
発生件数（件） 発生件数（件）全事故に占める割合死者（人）負傷者（人）
3,700

427 11.5％

93 20.3％

34
-13

-27.7％
3
2

200％

4,409
-453
-9.3％
540
-167
-23.6％

-8％
（前年同期比）

457

-23.8％
（前年同期比）

-320

-143

長野県内

松本警察署
管内

松本警察署
管内

長野県内

令和7年10月31日現在
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この新聞は皆様方からの交通安全協会費、協力費により作成しました。

（
令
和
7
年
10
月
末
現
在
）

（
令
和
7
年
10
月
末
現
在
）

松
本
警
察
署
管
内
に
お
け
る

交
通
事
故
の
発
生
状
況

松
本
警
察
署
管
内
に
お
け
る

交
通
事
故
の
発
生
状
況

事故のない、安全で快適な
交通社会の実現を目指して
事故のない、安全で快適な
交通社会の実現を目指して



緑
十
字
銅
章
授
章
伝
達
式
の
実
施

全
日
本
交
通
安
全
協
会
が
長
年
に
わ
た

り
交
通
安
全
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
功
労

者
と
と
も
に
長
年
安
全
運
転
に
努
め
た
者

に
対
し
て
お
く
ら
れ
る
今
年
度
の
交
通
栄

誉
章「
緑
十
字
銅
章
」の
受
賞
者
へ
の
伝
達

式
が
９
月
２
６
日
松
本
警
察
署
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

松
本
交
通
安
全
協
会
関
係
で
は
、
交
通

安
全
功
労
者
８
名
、
優
良
運
転
者
２
名
が

授
章
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
の
皆
さ
ん
は
引
き

続
き
地
域
の
交
通
事
故
が
減

少
す
る
よ
う
献
身
的
な
活
動

や
模
範
的
な
運
転
に
心
掛
け

る
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
交
通
功
労
者　

鳥
羽
啓
路
、
伊
沢　

勝（
北
深

志
支
部
）、
百
瀬
高
仁
（
大
名

町
支
部
）田
中　

修
、
村
山
孝

幸
（
駅
前
支
部
）、
中
條
昌
信

（
庄
内
支
部
）、
小
倉
富
美
枝

（
鎌
田
支
部
）、
牧
羽
彦
治（
島

内
支
部
）

優
良
運
転
者　

杉
山
京
子

（
庄
内
支
部
）、
柏
原
禎
磨（
島

内
支
部
）

井
口
博
水
清
水
支
部
長

関
東
管
区
警
察
局
長
・
関
東

交
通
安
全
協
会
連
合
会
会
長

連
名
表
彰
の
授
章

井
口
支
部
長
は
、長
年
に
わ

た
り
地
域
の
交
通
安
全
に
尽

力
し
苦
労
を
惜
し
ま
ず
献
身
的
な
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。こ
の
度
こ
れ
ま
で

の
功
績
と
無
事
故
・
無
違
反
の
模
範
的

な
運
転
に
努
め
て
い
る
こ
と
に
対
し
て

優
良
運
転
者
と
し
て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

井
口
支
部
長
は
こ
の
受
賞
を
機
に
交
通

安
全
に
対
す
る
意
識
を
地
域
に
広
め
引

き
続
き
安
全
運
転
に
心
掛
け
交
通
安
全

活
動
に
尽
力
す
る
思
い
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。

ア
ル
ピ
コ
交
通
株
式
会
社
様

日
本
通
運
株
式
会
社
松
本
支
店
様

ア
ル
ピ
コ
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社
様

信
州
名
鉄
運
輸
株
式
会
社
様

松
本
第
一
交
通
株
式
会
社
様

全
農
長
野
県
本
部
中
信
事
業
所
様

西
濃
運
輸
株
式
会
社
松
本
支
店
様

松
本
牛
乳
輸
送
株
式
会
社
様

相
互
第
一
交
通
株
式
会
社
様

メ
ト
バ
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社
様

信
州
運
送
株
式
会
社
様

丸
中
運
送
株
式
会
社
様

大
栄
産
業
株
式
会
社
様

長
野
第
一
物
流
株
式
会
社
松
本
営
業
所
様

Ｔ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社
松
本
流
通
セ
ン
タ
ー
様

山
梨
貨
物
自
動
車
株
式
会
社
松
本
営
業
所
様

ア
ル
プ
ス
運
輸
建
設
株
式
会
社
様

松
本
市
駐
車
場
事
業
協
同
組
合
様

株
式
会
社
井
上
様

イ
オ
ン
モ
ー
ル
株
式
会
社
イ
オ
ン
モ
ー
ル
松
本
様

ト
ピ
ー
フ
ァ
ス
ナ
ー
工
業
株
式
会
社
様

信
州
ビ
バ
レ
ッ
ジ
株
式
会
社
様

松
本
交
通
安
全
協
会

事
業
所
会
員

協
会
ト
ピ
ッ
ク
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駅
前
支
部

駅
前
支
部
は
松
本
駅
前
を

中
心
に
１
４
町
会
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。各
支
部
の
中

で
も
行
事
な
ど
が
（
松
本
ぼ

ん
ぼ
ん
・
市
民
祭
・
松
本
あ

め
市
・
青
山
様
、ぼ
ん
ぼ
ん
・

天
神
祭
・
神
道
祭
・
県
縦
断

駅
伝
等
な
ど
）
大
変
多
く
あ

り
又
車
の
動
き
、
人
の
動
き

も
多
い
地
区
に
あ
り
ま
す
。

８
名
の
理
事
と
８
名
位
の
役

員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が

最
近
は
高
齢
化
が
進
み
若
い

人
達
が
少
な
く
安
協
役
員
増

員
に
大
変
苦
労
し
て
い
ま
す
。

年
４
回
の
交
通
安
全
運
動
の

最
終
日
に
は
の
ぼ
り
旗
片
付

け
の
後
、
駅
前
交
番
の
警
察

官
と
駅
周
辺
の
飲
食
店
を
巡

回
し
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
チ
ラ
シ

を
配
布
し
、
飲
酒
運
転
根
絶

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。一

頃
飲
酒
運
転
も
少
な
く
な
り

ま
し
た
が
最
近
は
増
え
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。飲
酒
運
転

で
事
故
を
起
こ
せ
ば
被
害
者

は
も
と
よ
り
加
害
者
と
そ
の

家
族
も
大
変
な
思
い
に
な
り

ま
す
の
で
、
飲
食
店
の
方
に

も
飲
酒
運
転
防
止
を
し
っ
か

り
お
願
い
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。又
交
通
安
全
週
間

に
は
、
安
協
理
事
・
役
員
が

本
町
交
差
点
と
分
銅
町
交
差

点
に
交
代
で
立
つ
よ
う
に
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
り

少
し
で
も
交
通
事
故
抑
止
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

芳
川
支
部

松
本
交
通
安
全
協
会
芳
川

支
部
は
村
井
町
分
会
、
小
屋

分
会
、野
溝
分
会
、平
田
分
会
、

美
芳
町
分
会
、
長
丘
町
分
会
、

北
原
町
分
会
の
全
７
分
会 

合
計
約
５
５
０
０
戸
か
ら
構

成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

主
な
活
動
と
し
ま
し
て
は
、

季
節
の
交
通
安
全
週
間
期
間

中
に
お
け
る
主
要
道
路
で
の

啓
も
う
活
動
、
防
災
訓
練
に

お
け
る
周
辺
道
路
の
交
通
警

備
・
歩
行
者
の
安
全
確
保
、

各
地
区
に
お
け
る
行
事
活
動

（
三
九
郎
、
神
社
例
大
祭
な

ど
）の
交
通
警
備
、
横
断
用
手

旗
・
の
ぼ
り
旗
等
の
設
置
に

よ
る
交
通
安
全
の
啓
も
う
活

動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

数
年
前
ま
で
は
、
主
要
道

路
に
お
け
る
朝
の
啓
も
う
活

動
で
は
交
通
安
全
の
呼
び
か

け
用
チ
ラ
シ
・
ポ
ケ
ッ
ト
テ

ィ
ッ
シ
ュ
の
戸
別
配
布
を
行

っ
て
お
り
ま
し
た
。ま
た
運

転
免
許
証
の
更
新
に
伴
う
講

習
会
の
開
催
、
小
学
校
に
お

け
る
自
転
車
安
全
教
室
の
サ

ポ
ー
ト
活
動
、
保
育
園
児
の

安
全
歩
行
教
室
の
サ
ポ
ー
ト

等
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
拡
大
し
て
以
降
各

地
区
の
行
事
等
は
縮
小
さ
れ
、

参
加
人
数
の
減
少
や
業
務
形

態
の
見
直
し
等
に
よ
り
私
た

ち
の
交
通
安
全
協
会
の
活
動

も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま

す
。更

に
、
長
年
に
わ
た
り
地

元
の
交
通
安
全
協
会
を
支
え

て
こ
ら
れ
た
役
員
の
方
々
の

高
齢
化
も
こ
の
組
織
を
維

持
・
運
営
し
て
い
く
上
で
避

け
て
通
れ
な
い
大
き
な
課
題

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
現
在
役
員
と
し
て
選

出
さ
れ
て
い
る
方
々
の
多
く

は
ご
自
身
の
仕
事
を
し
な
が

ら
活
動
さ
れ
て
お
り
、
近
年

の
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で

平
日
・
日
中
に
交
通
安
全
協

会
の
活
動
に
時
間
を
作
る
こ

と
の
難
し
さ
も
、
私
自
身
が

一
人
の
会
社
員
と
し
て
痛
感

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

周
囲
の
方
々
を
見
て
も
容
易

な
こ
と
で
は
な
い
と
感
じ
る

日
々
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
交
通
安
全
協

会
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き

な
変
革
の
波
が
押
し
寄
せ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す

が
、
長
い
年
月
を
か
け
大
勢

の
先
輩
方
が
真
剣
に
将
来
を

見
据
え
な
が
ら
作
ら
れ
て
き

た
こ
の
交
通
安
全
協
会
の
組

織
を
、
今
後
無
駄
に
す
る
こ

と
の
無
い
よ
う
に
各
地
区
の

分
会
が
地
元
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
ま
ず
は
小
さ
く
て

も
自
分
の
地
区
に
役
立
て
る

事
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と

で
、
交
通
安
全
だ
け
に
こ
だ

わ
ら
な
い
地
区
に
根
ざ
し
た

組
織
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が

で
き
な
い
か
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

例
え
ば
い
つ
起
き
る
か
も

し
れ
な
い
地
震
災
害
や
、
集

中
豪
雨
に
よ
る
水
害
な
ど
広

い
面
積
を
持
つ
芳
川
地
区
の

地
域
性
を
理
解
し
地
区
町
会

と
も
連
携
し
な
が
ら
非
常
時

の
対
応
に
あ
た
る
こ
と
も
今

後
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。そ
の
た

め
に
も
現
在
の
組
織
を
活
か

せ
る
よ
う
な
運
営
方
法
を
周

囲
の
組
織
と
も
連
携
し
、
意

見
交
換
な
ど
を
し
な
が
ら
一

歩
で
も
二
歩
で
も
先
へ
進
め

て
い
け
る
よ
う
な
環
境
作
り

が
大
切
で
あ
り
、
今
後
の
活

動
に
生
か
し
て
い
け
れ
ば
と

考
え
ま
す
。

支
部
だ
よ
り


